
【テーマ】
まちに人を呼び込むためのアイデア、まちが魅力的になっていくアイデアを考える

熊本城周辺を市民と観光客が日常的に利用し滞在できる空間へ
（お城をセントラルパークとして見立てる）

田中ファシリテーターによる模造紙記録

提案①：熊本城へのアクセス向上と周辺の施設整備
・熊本城とまちなかのつながり強化
・滞在や利用のきっかけとなる施設整備（水族館など）
・熊本城とまちなかのイベントの連携

提案②：通りごとの組織づくり
・通りごとの特色、文化の蓄積を活かす
・通りごとの勉強会やまちづくり活動の実施
・熊本城の案内人、外国人材等も含めた多様な主体の参画を促す

提案③：緑とオープンスペースの活用
・白川公園、白川沿いの緑、オークス通りのオープンスペースなど

＜チーム１＞

資料３第６回ラボ（最終回）での主な発表内容
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ラボでの検討内容＜チーム１＞（※今後更新予定）
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＜チーム２＞

第６回ラボ（最終回）での主な発表内容

【テーマ】
熊本を元気にするコンテンツを考える

田中ファシリテーターによる模造紙記録

新たな交流拠点づくり
・新庁舎周辺を多様な人々が交流する起点へ
・坪井川周辺では水辺を活かした憩いの空間の形成

提案①：子どもの頃から参加するまちづくりと情報発信
・地域の歴史や活動を知る機会を増やす
・観光客向けだけでなく、住んでいる人にも地域の魅力を発信

提案②：まちを知り、歴史や魅力を共有する仕組みづくり
・新しく住む人や外国人など、多様な人にも地域の魅力を共有する

提案③：当事者がプレイヤーとなるまちづくり
・居住者がやる気になる、まちづくりへの参加者が成功体験を得られる仕組み
・コンテンツを生み出すだけでなく、育て・継承する仕組み

地域の魅力を知り、伝え、継承し、それを担う人材を育てる仕組みづくり
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ラボでの検討内容＜チーム２＞（※今後更新予定）
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＜チーム３＞

第６回ラボ（最終回）での主な発表内容

【テーマ】
庁舎跡地の利活用と電車通りエリアの面的な開発を考える

提案①：まちに新たな拠点を創出する
・現庁舎跡地の立地条件を生かしたシンボル的拠点、人を呼び込む新たな目的地
・宮下パークやキッザニアのような象徴性のある施設導入を参考に

提案②：電車通りの魅力向上
・オフィス中心の街並みから、人が滞在する通りへ転換
・低層部への飲食・文化・交流機能の導入
・新庁舎整備から現庁舎跡地活用までには時間差を踏まえ、完成形を一度に目指す
のではなく、イベントや社会実験、暫定利用等を通じてエリアの価値を段階的に

 高める

提案③：投資を支える仕組みや協議体づくり
・民間投資を促すため、敷地集約や開発支援などのインセンティブの充実
・官民の窓口となる協議体や推進組織、エリアマネジメントを担う仕組みの構築
・ビジョンや価値観の共有、地域関係者が自らエリアの価値向上を目指す機運の醸成

田中ファシリテーターによる模造紙記録

投資を呼び込み、開発の連鎖や波及効果を生み出すために
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ラボでの検討内容＜チーム３＞（※今後更新予定）
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＜チーム4＞

第６回ラボ（最終回）での主な発表内容

【テーマ】
まちの回遊と、目的地となる魅力的な場所を増やすアイデアを考える

田中ファシリテーターによる模造紙記録

歩くことが楽しく、居場所と目的地が連鎖させる

提案①：安心・快適に移動できる仕組み
・銀座通りや籠町通りへ人の流れを生み出す（2核3モール⇒2核5モール）
・歩行者空間の快適性向上、地下通路やデッキなどによる動線強化。

提案②：居心地の良い空間
・オープンスペースや広場の整備（広場ごとにテーマや個性を持たせる）
・緑陰や植栽による快適な環境づくり
・アートや音楽を取り入れた空間演出

提案③：人々の目的地となる魅力的な居場所を増やす
・駐車場や公開空地の活用
・熊本城を望める場所の創出
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ラボでの検討内容＜チーム４＞（※今後更新予定）
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＜チーム５＞

第６回ラボ（最終回）での主な発表内容

【テーマ】
庁舎跡地利用をきっかけに、まち全体の価値を高めるアイデアを考える

提案①： 現庁舎跡地の在り方
・熊本城とまちなかをつなぐゲート機能
・多様な人々が集い交流する場
・商業、ホテル、オフィス等の複合的な機能導入
・地下水や県産木材など熊本らしい資源の活用

提案② ：新区役所街区（三角地帯）の在り方
・民間による広場やオープンスペースの創出（人が滞在できる公共空間）
・熊本城周辺との連携周辺エリアとの機能分担
・電車通りトランジットモール化、デッキや通り抜けの整備（ドラスティックに）

提案③：お城と視点場
・熊本城を望める展望空間
（数多く設ける）

・阿蘇山系への眺望
・屋上空間やデッキなど、景観を
楽しめる公共空間の整備

提案④：熊本城を中心とした
回遊ループの形成

・熊本城を中心に、現庁舎跡地、
三角地エリア、上通側などをつなぐ
回遊ループ形成。

・それぞれのエリアに役割や個性を
持たせながら、面的な魅力向上

田中ファシリテーターによる模造紙記録

熊本城を核として、現庁舎跡地や三角地エリアなどをつなぎながら、
中心市街地全体の価値向上を図るためのアイデア
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ラボでの検討内容＜チーム５＞（※今後更新予定）
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